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百戦錬磨！鎌先生のサイト！

☆新コーナーをご紹介いたします。
《よろこびの講演会in東京第一教区》
http://homepage2.nifty.com/6789/kousyu.html

与える生活から世界平和へ
http://www57.tok2.com/home/zao/dainihon.01.ht
ml大日本史復刻版
日本一古い歴史書ダウンロード

http://homepage2.nifty.com/6789/kyo.01.

html父親教室
お父さんがんばって！ 愛国心は、郷土愛は地域を美化する事から！！！

地域清掃を始めませんか！

生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境対策部発行
愈々読書の秋です。最近の
教育現場は、荒廃して居る
様で。先日も国旗国歌問題
で揉めましたが、学びの庭
から、正しい、美しい生き
方を教えて欲しいです。教
育の場が聖域で無くなる処
から、学校での犯罪も増え
るのでは。
　　　相愛会環境対策編集部 平成18年9月29日発行.第75號

《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/
《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》
《環境》
「ハッピーな
情報です。」
「さてさて。」
「《ウミガメ
フェスティバル》が18日、中田
島砂丘で開かれました。
放流の会で、３００匹程の子ガ
メ放流に子供たちは、目を輝か
して居ました。
環境保護活動を続けるＮＰＯサ
ンクチュアリが主催、年に１度
開催をしています。
放流会には約450人が参加した。
１７日夜から翌朝の間に、ふ化
した子ガメと一緒に写真を撮っ
たり、「がんばって」と声をか
けながら海に帰していた。
ほかにも砂像を作るイベントや
バンド演奏もあり、参加者は砂
丘で楽しい一時でした。」
《環境》
「博士。最近釣りマニアのマナ
ーが云われますが。」
「釣りファンも様々、全ての
ファンがマナーが悪い訳じゃ
ない。」
「お隣の韓国からです。
早ければ近年中に「釣り申告
制度」が導入の見通しだそう
です。
海洋水産部の公開で「釣りなど
遊魚行為管理及び育成に関する
法律案」では、無分別な釣りを
規制により魚族資源と環境を保
護する方針が出たそうです。 
制度が施行された場合、釣り人
は釣り場の所在地の首長にあら
かじめ申告、申告証と釣りの基
本的なルールと捕獲禁止種など
を盛り込んだ手帳の交付を受け
新ルールの熟知が義務付けられ

るそうです。」
「其れは良い、日本も見習う
べきだ。」
「申告は1回するだけで同じ地域で
の釣りが認められ、申告せずに摘
発されると罰金が科される。
海洋水産部は当初、免許・許可
制か登録制の導入を検討でした
が、釣りファンの反発を受けて
申告制の導入に方針転換した。
制度も政府の原案通り成立する
か不透明だが、公聴会などファ
ン、釣り関連業従事者の意見を
まとめ、法律案を確定し年末に
立法予告の考えだそうです。」
「日本でも、外来種の魚貝や、
ペットなど、様々な生物が、生
態系を狂わし始めてますね。」
「恐い事じゃ。」
《エネ》
「博士の好きなエ
コカーの話しです。」
「ふんふん。」
「水素を燃料とした燃料電池自
動車（ＦＣＶ）の試乗が京都府
京丹後市の府農業公園・丹後あ
じわいの郷で行われ、来園者が
試乗“究極”の近未来のエコカ
ーを体験したそうです。」

「嗚呼。儂も早く乗りたい。」
「環境事業に力を注ぐ京丹後市
が、本田技研工業の
「水素を燃料としたを環境省
から借用。
市が展示ＰＲした。
　来園の家族連れ４５人は、田
んぼや緑に囲まれた公道のコー
スで試乗。
化学反応で発電し、内燃機関の
ガソリン車より低騒音、力強い
加速などに感心していたそうで
す。」

「儂も早く乗りたい。」
《環境》
「滋賀県と東近江市、ヤンマーの
３者は木質バイオマスガス化発電
システムを完成、知事や市長らが
出席し試験開始式を行い、システ
ム稼働を始めたそうです。
システムは製材廃材や選定材な
どを活用、環境に優しいシステ
ムの共同研究を始めた。システ
ムは製材廃材など木質バイオマ
スを蒸し焼きにしてガス化する
プラントや廃熱や電気を処理す
る装置です。
嘉田知事は「このプロジェクト
は本来捨てられる廃材などから
環境に優しい電気を起こすもの
で、まさに私が提唱する『もっ
たいない政策』のシンボリック
なもの」
とあいさつ。１時間あたり２０
キロの木質バイオマスで約２２
キロの発電量がある。
今後、発生した電気が常時安定
供給できるか、バイオマス収集
運搬システム、副産物のグリセ
リンの処理の研究進める。」
《環境》
「時代も変わって来たのう。」
「自動車も頑張ってます。」
「トヨタ自動車は、米国のゼネ
ラル・モーターズと合弁で設
立したカリフォルニア州の工
場で、環境保護に配慮の塗装
工程を改良したそうです。」
「環境問題、奥が深い。」
「出来る事、しなくてはなら
ない事、多いですね。」
「地球環境への細やかな愛情
が大事ですね。」

明るく　楽しく　力強く
相愛会東京第一教区

http://souaikai-tokyo1.cocolog-nifty.com/sni/


